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平
成
27
年
度
一
般
会
計
、
３
特
別

会
計
の
認
定
に
賛
成
す
る
。
新
庁
舎

開
設
と
い
う
転
換
期
の
大
型
決
算
で

あ
り
、
旧
庁
舎
跡
地
の
76
年
間
の
定

期
借
地
権
に
よ
る
191
億
円
は
、
区
民

の
大
切
な
財
産
で
あ
る
。
基
金
の
安

全
で
有
利
な
運
用
を
望
む
。
税
制
度

が
区
の
財
政
を
圧
迫
、
国
に
積
極
的

に
具
申
す
べ
き
。
事
業
別
で
は
、
平

和
、
人
権
に
関
す
る
企
画
開
催
を
。

民
間
業
者
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
委
託
効

果
を
検
証
す
べ
き
。
新
庁
舎
は
常
に

使
い
や
す
く
効
率
的
な
運
営
を
。
病

後
児
保
育
事
業
を
使
い
や
す
い
制
度

に
。
ひ
と
り
親
家
庭
に
必
要
な
情
報

が
届
く
よ
う
努
力
を
。
子
ど
も
ス
キ

ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
の
充
実
を
。

増
加
す
る
予
防
接
種
へ
の
対
応
を
丁

寧
に
。
羽
田
空
港
増
便
計
画
に
よ
る

上
空
低
空
飛
行
ル
ー
ト
案
は
区
民
の

安
全
を
守
る
た
め
に
も
国
に
対
し
て

丁
寧
な
説
明
を
。
放
射
性
物
質
対
策
、

土
壌
汚
染
対
策
を
十
分
に
。
地
球
温

暖
化
阻
止
を
す
る
た
め
に
も
緑
を
増

や
し
、
資
源
循
環
を
進
め
、
石
け
ん

の
使
用
等
環
境
都
市
豊
島
を
リ
ー
ド

す
べ
き
。
住
宅
修
繕
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
を
利
用
し
や
す
い
制
度
へ
。

目
白
古
道
、
旧
高
田
小
学
校
跡
地
の

整
備
計
画
の
推
進
を
。国
際
ア
ー
ト
・

カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
構
想
を
全
庁
を
あ

げ
て
実
現
を
。
い
じ
め
の
背
景
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
丁
寧
に
対

応
す
べ
き
。
今
後
も
、
き
め
細
か
い

歳
入
の
確
保
と
増
分
主
義
会
計
で
バ

ラ
ン
ス
あ
る
財
政
運
営
を
望
む
。

　

社
民
党
石
川
大
我
は
、「
人
権
や

平
和
、
弱
い
立
場
に
あ
る
人
の
視
点

を
大
切
に
す
る
区
政
を
」
に
重
き
を

置
き
審
査
し
、
２
０
１
５
年
度
一
般

会
計
、
３
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
賛
成
。
以
下
を
要
望
す
る
。

　

議
会
傍
聴
席
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
新
導
入
シ
ス

テ
ム
の
周
知
に
つ
い
て
工
夫
を
。

　

「
禁
煙
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
ま
」
の

取
組
は
巣
鴨
な
ど
他
地
区
へ
も
拡
大

し
、
商
店
街
等
へ
協
力
要
請
を
。

　

地
蔵
通
り
無
電
柱
化
は
街
路
樹
を

植
え
る
等
で
木
陰
の
創
出
を
。
舗
装

の
工
夫
等
で
都
電
駅
方
向
へ
の
回
遊

性
を
高
め
る
施
策
を
。
高
岩
寺
裏
ト

イ
レ
は
臭
い
を
改
善
で
き
る
塗
装
を
。

　

学
校
で
復
活
実
施
し
た
色
覚
検
査

は
差
別
や
偏
見
が
あ
っ
た
経
緯
を
教

員
が
理
解
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
を
。
当
事
者
児
童
・
生
徒
の
将

来
、
未
来
を
拓
く
よ
う
な
指
導
を
。

　

新
ホ
ー
ル
整
備
事
業
は
、
区
民
優

先
席
で
区
民
が
優
先
的
に
公
演
を
鑑

賞
で
き
る
仕
組
み
作
り
に
努
力
を
。

　

区
内
宿
泊
施
設
が
違
法
に
同
性
同

士
の
ダ
ブ
ル
ル
ー
ム
利
用
を
拒
否
し

た
事
案
は
、
「
旅
館
業
法
違
反
０ゼ
ロ

」

を
目
指
し
業
者
に
指
導
、
助
言
等
を
。

　

同
性
カ
ッ
プ
ル
が
区
営
住
宅
に
入

居
で
き
な
い
問
題
は
条
例
改
正
で
実

現
可
能
と
の
答
弁
。
改
正
す
る
べ
き
。

　

区
長
は「
同
性
カ
ッ
プ
ル
は
家
族
」

と
明
言
。
豊
島
区
に
お
け
る「
家
族
」

の
定
義
に
は
同
性
カ
ッ
プ
ル
も
含
ま

れ
る
。
関
係
各
所
は
改
め
て
配
慮
を
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び

３
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
賛
成
す

る
。
総
括
と
し
て
、
消
滅
可
能
性
都

市
か
ら
持
続
発
展
都
市
へ
の
転
換
を

図
っ
た
事
業
展
開
を
評
価
す
る
。

【
款
別
の
主
な
意
見
と
提
案
】

総
務
費

池
袋
消
防
団
分
団
倉
庫
の
拡
充
。
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
助
成
実
施
。
エ
リ
ア

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
区
内
全
域
で
の
整
備
。

福
祉
・
衛
生
費

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
引
き
続
き
の
取
組
。

児
童
相
談
所
移
管
の
早
期
実
現
。
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
対
象
年
齢
の
拡

大
。
健
康
診
断
に
内
視
鏡
検
診
の
導

入
。
妊
婦
や
歯
周
疾
患
の
検
診
受
診

率
の
向
上
。

環
境
清
掃
・
都
市
整
備
費

公
園
や
区
道
の
清
掃
や
整
備
に
献
身

的
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
支
援
強
化
。
衛
生
と
環
境
部
門

等
が
連
携
し
て
の
食
品
ロ
ス
削
減
の

取
組
の
推
進
。
新
た
な
居
住
支
援
制

度
の
創
設
。
国
の
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
の
活
用
。

文
化
商
工
・
教
育
費

体
育
施
設
の
利
用
料
値
下
げ
と
時
間

延
長
。
い
じ
め
、
自
殺
予
防
の
た
め

に
も
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
充
実
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

レ
セ
プ
ト
分
析
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を

活
用
し
て
医
療
費
の
抑
制
努
力
を
要

望
す
る
。

最
後
に
平
成
29
年
度
よ
り
新
公
会
計

制
度
の
実
施
で
、
一
層
安
定
し
た
財

政
運
営
に
結
び
つ
く
よ
う
期
待
す
る
。

　

15
年
度
一
般
会
計
並
び
に
３
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
反
対
す
る
。

　

第
一
に
深
刻
な
区
民
生
活
を
支
え

る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
認
可
保

育
園
の
増
設
は
待
機
児
童
の
解
消
に

は
不
十
分
。
二
ヵ
所
の
特
養
ホ
ー
ム

を
新
設
し
た
が
、
待
機
者
は
増
え
653

名
に
な
っ
た
の
に
さ
ら
な
る
増
設
計

画
は
な
い
。
公
営
住
宅
等
の
建
設
は

拒
否
。
就
学
援
助
な
ど
子
育
て
の
負

担
軽
減
が
不
十
分
。
建
築
物
耐
震
化

助
成
事
業
の
執
行
率
が
10
％
と
低
い
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助

は
拡
充
せ
ず
。
商
店
街
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
化
や
公
衆
浴
場
の
激
減
へ

の
効
果
的
な
対
策
も
な
い
。　

　

第
二
に
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く

り
に
な
っ
て
い
な
い
。
旧
庁
舎
跡
地

等
の
大
型
開
発
は
区
民
の
た
め
で
は

な
く
、
来
街
者
集
客
の
た
め
。
道
路

建
設
の
強
行
は
、
住
民
追
い
出
し
に

な
る
。
公
衆
ト
イ
レ
の
老
朽
化
、
汚

れ
等
が
ひ
ど
く
維
持
管
理
が
不
十
分
。

　

第
三
に
区
民
の
生
活
を
守
る
財
政

運
営
に
な
っ
て
い
な
い
。
過
去
最
大

規
模
の
決
算
と
い
う
が
、
区
民
の
生

活
は
よ
く
な
っ
て
い
な
い
。
や
る
べ

き
こ
と
を
や
ら
ず
に
た
め
た
財
政
調

整
基
金
の
残
高
が
225
億
円
。
さ
ら
に

多
額
の
基
金
も
大
型
開
発
に
つ
ぎ
込

も
う
と
し
て
い
る
。

　

保
険
料
等
大
幅
な
区
民
の
負
担
増

を
進
め
た
国
民
健
康
保
険
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
会
計
、
サ
ー
ビ
ス
を

削
減
す
る
総
合
事
業
を
す
す
め
た
介

護
保
険
会
計
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
並
び
に
３

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

賛
成
す
る
。
歳
入
・
歳
出
と
も
過
去

最
大
の
規
模
と
な
っ
た
一
般
会
計
決

算
は
、
様
々
な
区
民
需
要
に
可
能
な

限
り
積
極
的
に
応
え
た
素
晴
ら
し
い

決
算
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。

　

款
別
に
意
見
を
述
べ
る
。
総
務
費

で
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て
は
、
来
年
の
再
認
証
に
向
け
た

万
全
な
準
備
を
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
推
進
企
業
認
定
制
度
の
周
知

と
と
も
に
、
働
き
方
の
意
識
改
革
を
。

福
祉
費
で
は
、
各
事
業
に
お
け
る
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
策
を
。
都

市
整
備
費
で
は
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た

子
母
神
周
辺
の
無

電
柱
化
の
実
現
を
。
文
化
商
工
費
で

は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
・
振

興
の
た
め
、
体
育
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
。
新
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

区
民
利
用
時
に
は
十
分
な
配
慮
を
。

教
育
費
で
は
、
新
築
校
だ
け
で
は
な

く
、
既
存
校
で
も
積
極
的
な
学
校
設

備
の
更
新
を
。
小
学
校
移
動
教
室
は

栃
木
県
日
光
で
の
実
現
を
望
む
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
狭
小
住
戸
集
合

住
宅
税
は
、
今
後
の
本
区
の
住
宅
事

情
を
展
望
し
た
見
直
し
を
。
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
事
業
会
計

で
は
、
自
宅
介
護
が
必
要
な
方
へ
の

施
策
の
充
実
と
制
度
の
周
知
を
望
む
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

盤
石
な
財
政
基
盤
の
構
築
努
力
を
継

続
し
、
効
果
的
な
財
源
投
入
の
一
層

の
努
力
を
切
に
要
望
す
る
。
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